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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・転倒転落スコアシート、LASMIの評価入力について
　対象者：2022年2月以降の新規・再開の青陽館利用者様
　　　　　赤石　陽介様・寺地　啓喜様・大久保　恵様・小山　優様・森田　清助様
　　　　　山本　真智子様・草野　秀光様・竹洞　総子様・雫石　めぐ美様・

三浦　なつみ様・前田　有理様・藤村　翔様・赤間　健太様・沢代　文男様

電カルへアップデートまで行いましょう。
・11/14(月)～OT学生の実習が1ヶ月間あります。指導担当：蕨野

・11/30(水)実地審査･実地指導、12/9(金)適時調査があります。日誌、日報、疾患別診療計画書、評価等の確認作業を行っていきます。

・年末調整：提出期限は11/11(金)。遅れる場合は総務へ早めに総務に連絡すること。

・コロナワクチン接種希望を11/11(金)までに斎藤に報告。

・行動観察メモを11/11(金)までに斎藤に提出。

＜利用者様情報＞
デイケア

・藤原　羽純様　～本日青南病院外来にて待ち合わせし青陽館見学を実施。埼玉県在住であるが病気療養のため八戸市に本人のみ帰省し実家療養中で9月末に当院を初診している事を話している。夫様から＜パート勤務が出来る程度、ストレスなく人と交流を持てる程度＞に病気を安定させるよう目標を言われており、それまで期間未定で帰省しており、症状改善の為に主治医からデイケア利用を勧められたと言う。病状としては、無意識的にストレスを抱えやすい体質で、対人面で他者に迷惑を掛けてしまった場面などで不安定になり急にうつ状態となり体調を崩してしまう傾向がある事を話している。見学中は緊張している様子で見学序盤に不安時の頓服薬を飲まれている。青陽館概要を紹介するとプログラム参加に不安感・緊張感を感じている様子であり、プログラム参加は強制ではなく体調に合わせて参加を選ぶことが出来ることを伝えている。説明に対しては疑問点などがあればその都度聞きながら解決しており、利用料金の安さを驚いている様子である。概要説明後には「なんか過ごしやすそうだなと思いました」と感想を話し体験利用を希望されており、気分障害プログラム実施日である11/16(水)13:00～16：00に体験利用予定としている。
・イタバシ　コウタロウ様～青陽館見学の希望があり本人様から電話問い合わせあり。東京都在住で東京都のおりたメンタルクリニックに双極性感情障害の診断で通院中の方。病気療養や家族の都合などで実家の三沢市に転居する可能性があるため、転院先と転院後の通所先を探しており青陽館を見学したいとの事である。11/7（月）から実家の三沢市に帰ってきており2週間ほど滞在予定との事であり、健康観察期間を設けさせていただき11/18(金)10:30に青南病院外来にて待ち合わせし見学を実施する事としている。当日は体調不良がある際には見学日を改めるため連絡を欲しいこと伝えている。
・川口　八寿子様～作業療法学生が見学実習に来ており、学生に声を掛けられ話題を盛り上げながら会話を楽しんでいる。会話を終えた後にはスタッフに報告に来ており「今日は学生さんが来てるから、楽しませようと思って色々話しすぎちゃいました」と話している。気分高揚感が持続する事は無い。寒気の訴えがあり、腋窩で実測にて37.1℃　昨夜、月食を見る為に外へ出て風邪を引いたかもしれないと。本人より検査希望有り、外来SGMへ相談。現時点では正しい検査結果が出ない可能性があり、症状軽減がないようであれば、明日の発熱外来予約にしてはどうかと返答あり、本人へ伝えて了解を得ている。送迎時の車中で「そう言えば昨日、インフルエンザ予防接種しました。」と話しており、副反応の可能性も有る事を伝えている。
ショートケア

・特記する利用者様はおりません。

デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。
